








































































事実、 井伏鱒二のエッセイ 『雞肋集』 （昭和一一 〈一九三六〉 年） にも、

































































































じさせるものとして表象されていると捉えたため、 「喜び」に満たされている主体と「さびしい林檎」に相同性を指摘することはできないと判断した。⑦⑧については、やはり、 「林檎」が日の光を浴びながらもさび さを感じさせるものとし 表象されていると捉えたため、 「寂し 」に満ちてい 主体 「さびしい林檎」に異質性を指摘することはできないと判断 た。　
第三に、マイナス要素を克服するリンゴ表象として、を取り上










































































































































部分も限定されてくると考えられ、最終的に統合性の高いものをよりよい解釈として提示す ことができる。詩「りんご」では、 「両手を」広げている主体の抱 「この気持」が「日あたりにころがつてゐる」 「林檎」の様子と結びつくことも解釈可能性の一つとしてありうるため、人間の精神や感受性、感覚に関わってくるものとしてリンゴが表象されているものを選ばなければならない。そして、詩「りんご」では、 実が出てくるため、 リンゴの木の下葉、リンゴ畑、 ンゴの花 リンゴの林などは、ふさわしくない。これらを踏まえると、詩「りんご に導入しうるリンゴ表象は、前節で挙げた五二の用例におい は、⑵死の直前に食べたいもの ⑶
･ ⑷


















































 短歌「酔ひはてて…」 （ 『路上』明治四四年九月）





 短歌「この林檎…」 （ 『別離』明治四三年四月）

















 詩「邪宗門秘曲」 （ 『中央公論』明治四一年九月、 『邪




















ともりあがる淡雪りんご、／舌のとけるやうにあまくねばねばとして／嫉妬のたのしい心持にも似た淡雪りんご、／まつしろい皿のうへに、／うつくしくもられて泡をふき、／香水のしみこんだ銀のフオークのささるのを待つ ゐる。／とびらをたたく風のおと しめやかな晩、／さみしい秋の／林檎料理のなつかしさよ。 」　「淡雪りんご」という語の「淡雪」に着目すると、白さが浮かび上がる。そして、その「淡雪りんご」は「ふうはりともりあが」っていて、 「ネル き につつまれた女のはだ」に通じる点 あるとされている。 共通点を探ると、白いということ、柔らかいということ しめやかであるこだと考えられる。このように、 「りんご」は女性 身体の白さ、柔らかさ、しめやかさの表象であると考えられる。また、 「淡雪りんご」は深刻な「嫉妬」心ではなく、 たのしい心持」のする「嫉妬」心とのに類似性 指摘され いる。その具体的な様相として「舌の けるやうにあまくねばねばとして」いることが挙げ れて る。その「淡雪りんご」の感触について、 「淡雪りんご」が女性の身体 イメージが重合わされて ることを視野に入れて考え と、 こ 「は、単なるリンゴそのものへの追究を超 て性愛 おけ 女性のイメージをも重ね合わせられていると考えられ 。

























 詩「林檎一つ落つ」 （ 『夏雲』明治三八年一二月）
　「 『今は高潮の時だ、何か起るであらう』と私は耳語する………あらゆる声は十分に漲りきつた正午の胸のなかへ消え、太陽は懶く、大地は黄金の空気で包まれ、蝶蝶は飛び去つた。樹木は自分の影をその袖のなかへ畳み込んで仕舞つた。／（中略）／林檎が一つポトンと地上へ落ちた。 」　詩中の「今」は「正午」である。その「正午」の静寂を「高













 短歌 「おとろへし…」 （ 『死か芸術か』 大正元年九月）
　「おとろへし生命の酸味のひややかに澄む朝なり 手にとる林檎」　生命力が衰えていく切なさが冷ややかにも透き通るよう








 詩「初恋」 （ 『文学界』明治二九年一〇月、 『若菜集』






















 詩 「銀座の雨」 （ 『東京景物詩及其他』 大正二年七月）





 詩「濁江の空」 （ 『中央公論』明治四一年九月、 『邪















 短歌「やがて、そと、…」 （ 『創作』明治四四年六月、







































 短歌「林檎の皮の、 …」 （ 『黄昏に』明治四五年二月）



















17。 」と述べている。 「卓」の色、 「青臭い















妻琴の根岸の里に。常伏に病ひこやせる。歌日子の教の親が。枕づく床 めぐりに。眉引の横山 ごと。紅さす林檎積み上げ。もえのぼるほのほの如 さにづ ふ牡丹をかざり。 」　
根岸の里に病に伏せっている歌の師の床の周りに「林檎」
が山のように積み上げられている様子 詠まれている。そして、 その 「林檎」 の赤い色と積み上げられた形に炎を感じ取っている。
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 詩「ひらめき」 （ 『明星』明治三九年九月、 『邪宗門』
明治四二年三月）　「十月のとある夜の空。／北国の郊野の林檎／実は赤く梢にのこれ、／はや、里の果物採は／影絶えぬ、遠く灯つけて／ただ軋る耕作ぐるま。 」　北国の郊外における秋の夜の光景として「林檎」が赤い実








い店は、林檎と、箱と 巨鋸屑と、荷造りする男女で一ぱであつた。 （中略）街道は断続榲桲の黄なる村、林檎の紅なる畑を過ぎて行く。 （中略）　
板柳村のＹ君は、林檎園の監督をする傍、新派の歌をよみ















































































正岡子規「くだもの」 （ 『ホトトギス』明治三四年三、 四月）　「○くだものと色
　（中略）普通のくだものゝ皮は赤なら赤








い汁の少いものは、始め食ふ時は非常に旨くても、二三日も続けてくふとすぐに厭きが来る。柿 甘いのと 汁はないけれど林檎のやう 乾いて居らぬので、厭かずに食へる。 」　






































 詩「林檎」 （ 『玉虫』明治三九年五月）











































 短歌「母君の…」 （ 『迦具土』明治三四年七月）
山村暮鳥詩「りんご」の教材研究⑴
457































































































































































そも日本で栽培されていた中国渡来のジリンゴ（ワリンゴ）系統の品種を圧倒し、単にリンゴといえば、セイヨウリンゴを意味するようになった。リンゴの生産 軌道に乗ったのは明治二〇年代以降であり、明治三〇年代前半頃 は東京で林檎を食べることが流行 たと言われ
る７
。そして、文学作品においてリンゴの痕跡を追うと、夏
目漱石「三四郎」 （明治四一年）で 高級品、夏目漱石「 暗」 大正五年）においても贈答品であり 大正八年に発表された芥川龍之
との繋がり方は、 〈空白〉となっているため、解釈を一つに絞ることはできず、二種類考えられる。 「両手」を広げるという動作主体と「林檎」 様子に相同性を見出して両者の接近を捉えるか、 「両手」を広げる動作主体と「林檎」の様子を対比した結果、異質性を見出して両者の乖離を捉えるか、 どちらかである。そして、五六行目の内容 分析すると、 「林檎が一つ」という状況に、充実感または寂しさという性質 異なる二つの要素 読み取ることができ、 「日あたりにころがつてゐる」という状況には、 「日あたり」が前景化され 場合は包み込まれるよう あたたかみが浮かび上がる。しかし その後続が「 であ ため、横向きに倒れたまま放置されている状況が描出され、そこには寂しさがつきまとう。ゆえに、この五、 六行目は日あたり リンゴが一つ横倒しに置かれている様子に 包み込まれるようなあたたかみ 感受するか、放 さ 寂しさを感受するか、のどちらか 考えられる。　
以上の分析を通じて、基本的には難波氏の見解を踏まえつつも、











な絞り込みを拒んでいる箇所である。ただし、 「どんなに／大きく大きく／ひろげても」と う表現からは、この主体に うにかして「この気持」を抱えようとする意思があることを感受できる。その意思と対応するのが「かかへきれない」という言い回 である。抱えようとする主体の意思を超えていく程「この気持」の容量の大きいことが強調される仕組みである。ただし、 内実は、具体的には絞り込めないという意味において〈空白〉に当たる め、大まかに、プラスの気持ちとマイナスの気持ちの二種類が想定されるということに留める。この一〜四行目までは、 主体がを抱えようと格闘する姿が表出されている。それ 対し 、五、 六行目は「林檎が一つ／日あたりに ろがつてゐる」というリンゴ置かれた状況が描出されてい 。こ 一
〜
四行目までと五、 六行目




と以後のつながり方の四つを「多様性の発現点」と判断したことに基づいている。難波氏の分析は、シンタグマティック構造とパラディグマティック構造の分析を通じて いうべき〈空白〉に当たる箇所を析出し、その後、その〈空白〉部分についての「可能な解釈」を考え、最後に「全体の可能な解釈」を作り上げるという手法である。これは 「りんご」という詩を構成している言葉を一様に捉えず、直接表れている詩中の語 もしくは詩中の語と語の関連性という目には見えない繋がり方を根拠として意味内容を確定しうる箇所と、そもそも詩中にお て根拠を っ味内容を確定しえない箇所 二様に分けた上で詩の解釈を試みているため、信頼性に優れていると判断する。しかし、難波氏は この気持」以前と以後の繋がり方について「接続語がなく読み手の推論に任されてい
る３
」としながらも、 「この気持」以後に書かれて
いる「林檎」の様子は 「この気持」 表すもの、象徴風景という一方向で捉えてしまっ る。具体を挙 れば、 「日の光がりんごを包むようにわたしの喜びの気持ち 」 （Ａ＋）を包むようにわたしの悲 い気持ち 」 （Ａ－） 、 「まるで私の気持ちは、日あたりのりんご ように」 （Ｂ＋） 、 「ま で私の気持ち 、日あたりにあるりんごのようだ （Ｂ－）である。　
本稿では、この「林檎」と「この気持」の繋がり方に関して、対

















ティック構造の分析で見たように、日あたり りんごにも暗いイメージを読み取る可能性があるので この四つ 解釈 可能性はやはり残る。
　
この四種の解釈は、難波氏が「ひろげ」の主語、 「この気持」の





多いためか、これまで小学校や中学校における文学教材として国語教科書に掲載されてきた。その一方で、解釈をす のが難解な詩と考えられる。その難解さの要因は、詩に〈空白〉が多く、語義を一つに絞れないことにあると考える 一例を挙げると、 詩中 言葉 「気持」 については、 「言葉 （概念） ひとつで言い表せるものではない （中略）それが複雑であ ばこ 、 「林檎」という象徴表現が必要になるのであ
る１
」という指摘がなされている。 「林檎」を「気持」の象
徴と見なすことについては後述することとして、記号表現 対する記号内容の多様性が取り上げ て と言える。つまり この詩は、解釈の多様性を生み出す仕組みを内包しているのである。　
それでは、どんな解釈でも〈正解〉として認められるのか、とい













一三年五月）に「ある時」と題して掲載された。その直後に、 『層雲』第一四巻第一、 二合併号（大正一三年六月）に「林檎」と題して収載され、 そして 詩集『雲』 （大正一四年一月、 イデア書院） は「りんご」 という題で収録された。詩 「りんご」 は以下のような である。　　　　　
りんご
両手をどんなに大きく大きくひろげてもかかへきれないこの気持林檎が一つ
